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一般社団法人かなぎ元気村　奥津軽トレイル倶楽部事務局
〒037-0207 青森県五所川原市金木町蒔田桑元39-2

TEL : (0173) 52-2882  FAX : (0173) 52-2892

mail : okutsugaru-trail@kanagi-gc.net



日本海側の「津軽地方」と太平洋側の「南部地方」に区分される青森県。

その中において、津軽の西北部が奥津軽と呼ばれるエリアです。太宰治は

このエリア、具体的には五所川原市（当時は北津軽郡金木村）で生まれ、

育ちました。太宰は、小説「津軽」をはじめ、この地を舞台にした小説を

数多く残しています。

■ 奥津軽は太宰治生誕の地

赤い屋根が特徴の太宰治の生家「斜陽館」。森林鉄道の開業とほぼ同じ、

1907年（明治 40年）に建てられた和洋折衷の豪邸。青森ひば材がふんだ

んに使用されています。国の重要文化財建造物に指定され、明治期の木造

建築物としても貴重。幼少期の太宰の暮らしに触れられる場所でもあります。

■ 太宰治記念館「斜陽館」

館内では、小説「津軽」のエピソードや、越野タケと太宰治の年譜、写真

などを展示・解説。さらに、太宰の子守であったタケが太宰との思い出を

語る映像などをビデオシアターで上映しています。記念館の隣、太宰とタケ

が数十年ぶりの再会を果たした丘には、「津軽」のラストシーンを再現した

像が建てられています。

■ 小説「津軽」の像記念館

青森ひば材をはじめ、米、にしんなどで財をなした奥津軽の豪商たちが庇

護した芸能「津軽三味線」。津軽三味線会館では、今も始祖「仁太坊」

の血を受け継いだ演奏が行なわれています。展示室では、津軽三味線のルー

ツや歴史、津軽民謡、郷土芸能等を紹介。「世界の弦楽器・三味線」コーナー

では、各音色を聴くことができます。

■ 津軽三味線会館

津軽金山焼

津軽鉄道

藤の滝

青森市森林博物館

陸奥赤石
鰺ヶ沢

鳴沢

陸
奥
森
田

中
田

木
造越水

陸奥鶴田

津軽中里

芦野公園

嘉瀬

毘沙門

五農校前
五所川原

十
川

津軽飯詰

大釈迦

鶴ヶ坂

青森

油川

後潟

蓬田

瀬辺地

蟹田

津軽
奥津軽いまべつ
二股

大川平

今別

津軽いまべつ

津
軽
浜
名

三厩

太
平

東青森

矢田前 野内

津
軽
新
城

新
青
森

青森IC

浪岡IC

青森東IC

東
北
新
幹

線 青森自動車道津
軽
道

青い森鉄道奥
羽
本
線

五能線

北
海
道
新
幹
線

津軽線

津軽海峡線

10 1
10 1

7

2
12

12

33 9

28 0

33 9

28 0

中泊町
（中里地区）

蓬田村

中泊町
（小泊地区）

十三湖

五所川原市
（市浦地区）

外ヶ浜町
（蟹田・平舘地区）

外ヶ浜町
（三厩地区）

今別町

つがる市

鯵ヶ沢町
鶴田町

青森市
五所川原市

陸奥湾

青森湾

津軽海峡

日本海

金木

深郷田

大沢内

川倉

奥津軽
トレイルマップ
奥津軽には本州最果ての情景や森林鉄道

が残した近代遺産が点在しています。そこ

を舞台にしたトレッキングコースは全 8セ

クション、総延長117 ㎞。今後、奥津軽

トレイル倶楽部では、青森ひばと森林鉄

道軌道跡をテーマに、歴史や文化、自然

をつなげ、さらにルートを拡張していきま

す。このトレイルを歩いて、ぜひ知られざ

る奥津軽の魅力を体感してください！

のどかな小泊海岸線には、
今も枕木やレールが残っ
ている。七ツ滝には、石
垣が残り、線路跡をたど
るとトンネル遺構もある。
そこで、宴会が行われてい
たことも。

営林局の旧庁舎は、青森ひ
ば材を使った威風堂々とした
ルネッサンス式木造建築物。

「青森市森林博物館」

津軽鉄道

399

金木

芦野公園

嘉瀬

市役所金木庁舎

製材所

津軽三味線会館

太宰治記念館
「斜陽館」

かなぎ病院

小田川

金木川

五所川原市

金木町　マップ

奥津軽に張り巡らされた森林鉄道を走る機関車の勇姿、
そして、広大な貯木場。
※旧営林局で働いていた方々から提供していただいた貴重な写真。

津軽の四季を感じさせるローカ
ル線。ストーブ・鈴虫・風鈴
列車は奥津軽の風物詩。

太宰治の小説「魚服記」の舞
台となった滝。ツツジや藤の咲
く頃は絶景。

芦野公園前にある金
木歴史民俗資料館で
は、豊かさと文化を運
んだ森林鉄道の機関
車を展示。

「津軽鉄道」

「藤の滝」

「芦野公園」

かなぎ元気倶楽部では、奥津軽トレイルの趣旨に賛同し、独自

に行なったガイド研修を修了したガイドを登録し、利用者に奥

津軽の歴史、文化と自然を結びつけるガイドをご紹介します。

トレイルを安全に楽しくお過ごしいただくために、ガイド付きト

レッキングをオススメします。

半日（4時間以内）　        8, 000円

一日（8時間以内）　     15, 000円

奥津軽トレイルガイド料金

奥津軽トレイルガイドについて

皆様一人一人のルールの徹底が、奥津軽の自然・歴史・文化

資源を守ることにつながります。以上のことを順守するあなた

の行動が、次世代へ、この自然・歴史・文化資源を引き継ぐこ

とにつながります。

1. 青森ひばの植生地はほとんどが国有林です。指定され
　たコースを歩き、環境に負荷がかからないようにします。
2. そこに生息する動植物を大切にします。
3.ゴミはすべて持ち帰ります。トイレは施設を利用します。
4. エコツーリズムを推進する団体・ガイドにより指示さ
　 れたルールを守ります。
5. 他のトレッキング参加者や地域住民に配慮して、奥
   津 軽を楽しみます。
6. 事前に情報を収集し、トレッキング計画を立案します。
7. 基本的には安全は自己管理の意識を徹底します。
　万が一に備えた準備は怠りません。

トレッキングルール

奥津軽の貴重な自然・歴史・文化資源を次世代へ伝え、残し

ていけるように、奥津軽トレイル倶楽部では、以下のガイドラ

インを決め、実践していきます。

1. 奥津軽の青森ひば及び森林鉄道軌道跡をはじめと
　する自然・歴史・文化資源を保全していくことを基
　本とします。
2. 奥津軽の自然・歴史・文化を学び、伝え、自らも
　 健康になっていきます。
3. 人と人とのつながりや絆を大切にし、地域の元気を
　 呼び起こします。

ガイドライン

みちのく松陰道コース6

静寂のひば峡道コース7

山伏の荒行場コース5
大倉岳登頂コース3

自然公園と名水コース4

太宰治ゆかりの地コース2

東北自動車道

道の駅「こどまり」

小説「津軽」の像記念館

眺望山周遊コース8

青森ひばの神木コース1
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青森ひばの神木コース

神のひば「十二本ヤス」のパワースポット

太宰治ゆかりの地コース 大倉岳登頂コース

森の中に出現する厳かで神秘的な泉

起伏のあるエリアをしばらく歩いて「七

ツ滝」と「水力発電所跡」へ。ここは母

沢砂防公園内であり、トイレや東屋、渓

流もあるので休憩にピッタリ。さらに木

違沢・常家戸沢線に沿って山間へと進

み、川沿いを注意深く見ていくと森林鉄

道の木橋跡、石垣跡などを目にすること

ができる。ここで折り返し、さきほどの公

園を過ぎると伝説の神木「十二本ヤス

」が現れる。ゴール間近の相野山橋脇

にある森林鉄道の相の股トンネル跡も

必見だ。

7段の岩場を流れ落ちる「七ツ滝」。
その昔、この落差を利用して水力
発電が行なわれ、森林鉄道宿舎の
電源をまかなっていた。今もなお、
発電所跡が残っている。

コース折り返し地点にひっそりと佇
む木橋跡。もはや自然の一部にな
っているかのようだが、明治～昭和
にかけて大活躍。ここでかつての
森林鉄道に思いを馳せてみよう。

県道 2号線

七ツ滝（母沢砂防公園）

常家戸橋周辺

十二本ヤス

相の股トンネル

喜良市川林道入口

参考タイム …… 5時間半

歩行距離 ………… 16㎞

標高差 …………… 164m

体力レベル ………★★☆

C ou rse  DATA

1
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舗装路のふるさと林道を歩き、湯の沢

冷泉へ。森の中にある冷泉はまるでオ

アシスのよう。硫黄の匂いが立ち込め

神秘的な雰囲気がただよう。すぐそばの

湯の沢地蔵尊を経て藤の滝へ。ここは

太宰の小説「魚服記」の舞台であり、

春には藤の花が咲きほこることでも有

名。小説を読んだ人はその情景が思い

浮かび、未読の人はきっと読みたくなる

はずだ。ラストは、森林鉄道跡の小田川

鉄橋。道を外れた林間にあるため発見

しづらいが一見の価値あり。

森林鉄道のひとつ小田川支線は、
五所川原市金木町芦野から喜良
市を経て小田川へと続く。ここにあ
るのが小田川鉄橋だ。その立派な
佇まいは現役時代を彷彿とさせる。

藤の滝は、小田川上流にある2段
の滝で、上が雄滝、下が雌滝と呼
ばれている。雄滝が太宰の小説「
魚服記」の舞台となった場所とさ
れている。

県道 2号線ふるさと林道入口

湯の沢冷泉

湯の沢地蔵尊

藤の滝

小田川鉄橋

喜良市小田川林道入口

参考タイム …… 2時間半

歩行距離 ……… 10. 4㎞

標高差 …………… 166m

体力レベル ………★☆☆

Cou rse DA TA

2 津軽半島の名峰「大倉岳」を越えて陸奥湾へ

自然公園と名水コース

津軽鉃道沿いを歩いて名水「湧きつぼ」へ

津軽半島の脊梁をなす中山山脈に位

置し、その中において中心的存在であ

るのが「大倉岳」である。金木側からの

ルートは険しく、標高677mの低山とは

思えないほど登り応えがある。草木が生

い茂り、踏み跡が見づらい箇所もある

ので注意が必要だ。山頂からは津軽海

峡や下北半島、陸奥湾などを眺めるこ

とができる。鳥居や祠などもあり、古くか

ら信仰の山であったことが分かる。

※歩く際はガイドが必須になるため、事

前に事務局への連絡が必要。

大倉岳山頂からは、北は津軽海峡、
東は下北半島、陸奥湾、南は八甲
田、津軽平野、西は日本海を望め
る大パノラマ。時間があれば、赤倉
岳や袴腰岳へと足を延ばしてもいい。

蓬田へとつづく下山道は、金木側と
は打って変わって整備が行き届い
ている。道標もあるので迷う心配も
ない。ブナやヒバも生い茂っていて、
自然の恵みを感じられるトレイルだ。

金木山併用林道

金木二股線軌道沿い

大倉岳登山口

大倉岳山頂

阿弥陀川線沿い

村の駅「よもっと」

参考タイム ……… 6時間

歩行距離 ……… 21. 9㎞

標高差 …………… 670m

体力レベル ………★★★

Cou rse DATA

3
スタート地点は津軽三味線会館。まず

80ヘクタールの広大な敷地をもつ芦

野公園へ。日本さくら名所百選にも選

ばれており、園内を津軽鉃道が通って

いる。公園を抜けると津軽鉃道と並走

する森林軌道跡を歩く。津軽平野のの

どかな田園風景は郷愁を誘う。大沢内

ため池公園に入ると遊歩道があり、平

成の名水百選のひとつである「湧きつ

ぼ」へと辿り着く。昔から、無味無臭の

名水として地域住民から愛されている

水を、ぜひ味わってほしい。

津軽鉃道と並行する森林鉄道跡。
タイミングが良ければ列車も眺めら
れる。どこまでも広がる田畑の中を
歩いていく。振り返れば雄大な岩
木山の姿。

芦野池沼群県立自然公園に指定
されている大沢内ため池公園。た
め池に架かる遊歩道が特徴的で、
散策路としても人気。また、池周辺
ではサギやキジを目にすることも。

津軽三味線会館

芦野公園

津軽森林鉄道本線沿い

大沢内ため池

湧きつぼ

ふるさと林道

参考タイム …… 6時間半

歩行距離 ………… 15㎞

標高差 ………………62m

体力レベル ………★   ☆

Cou rse DATA

4
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リ
マ
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ン
ポ
「

せせらぎ遊歩道はとても歩きやす
いため、足腰や体力に自信がない
人も安心。新緑や紅葉をはじめ、
四季折々の景色もオススメ。川も流
れており、豊かな自然を堪能できる。

流量が多く迫力満点の不動の滝。
神事も年1回厳かに執り行なわれ
ている。太宰治が幼少時に初めて旅
した場所がここだったとも言われてお
り、太宰ゆかりの地としても名高い。

滝ノ沢砂防愛ランド入口

自然観察教育林観察場

不動の滝入口

不動の滝

自然観察教育林観察場

滝ノ沢砂防愛ランド入口

山伏の荒行場コース

岩場を水しぶきをあげて落ちる迫力の滝

みちのく松陰道コース

幕末の志士「吉田松陰」が歩いた道を辿る

静寂のひば峡道コース

巨木の森と滝が点在する自然豊かな秘境

眺望山周遊コース

日本三大美林「青森ひば林」が茂る癒しの世界

コース沿いに大小さまざまな滝が
流れているのが特徴。春は新緑、
秋は紅葉によってその流れの美し
さが際立つ。癒しの道といっても過
言ではない。

地元住民から愛着を込めて「ひば
狭道」と呼ばれている県道286号
線を歩く。遺跡などの目立つスポッ
トはないものの、ヒバやブナなどさま
ざまな樹木が生い茂る。

三厩村

JR津軽線「三厩駅」

やすらぎ公園

増川ヒバ施業実験林

小泊ダム

道の駅こどまり「ポントマリ」

滝ノ沢砂防愛ランドの駐車場がスター

ト地点。砂防ダムから遊歩道が整備さ

れているので、初心者も安心。足元はス

ニーカーでも問題ない。途中、スギから

ヒバへと変化するエリアでは下草やキノ

コの植生の違いを見ることができる。な

だらかな道は、勾配の少ない場所を選

んで森林鉄道が敷設されたことを感じさ

せてくれる。その後、鎌倉時代に山伏の

荒行場だったと伝えられる「不動の滝」

が現れる。四季折々に多様な表情を見

せるパワースポットだ。

参考タイム …… 1時間半

歩行距離 ………… 3. 2㎞

標高差 ………………62m

体力レベル ………★☆☆

C ourse  DATA

5
小泊～竜飛岬をつなぐ国道339号の

通称「竜泊ライン」を歩きはじめると、右

手に大きな「七ツ滝」が現れる。ほどなく

して、吉田松陰が津軽海峡を防衛検分

するために歩いたという「みちのく松陰

道」へ入る。渓流沿いの林道をしばらく

歩くと森林鉄道跡の朽ちた木橋が。こ

こから勾配が急になり、奥へと進むと最

高標高地点の算用師峠へ。広場があ

るので絶景を楽しみながら休憩しよう。

その後、ブナとヒバの巨木が林立する

森を抜けて、三厩入口に下りる。

季節によって、海からの強風で滝の
一部が飛沫となって舞い上がる現
象も楽しめる「七ツ滝」。途中まで登
れる道があり、そこには森林鉄道跡
のトンネルも複数存在している。

みちのく松陰道の序盤にある木橋。
深い森の中でひときわ存在感を放
つ姿は、森林鉄道として活躍して
いた時代を思い起こさせる。後世
に残すべきまさに近代遺産だ。

青岩

七ツ滝

片刈石林道入口

みちのく松陰道

算用師峠

三厩村

参考タイム …… 5時間半

歩行距離 ……… 14. 7㎞

標高差 …………… 419m

体力レベル ………★★★

C ourse  DATA

6
義経北行伝説の地でもある三厩を出

発すると、ほどなくして広大な敷地を持

つやすらぎ公園に。さらに進むと「ひば

峡道（かいどう）」の看板。ここから人影

のない静かな林道を歩くことになる。6

つの滝が点在しており、森林だけではな

く滝も存分に味わえるルートである。「森

の泉」という湧き水や「猿すべり岩」と

いう巨岩も必見だ。その後、増川ヒバ施

業実験林、小泊ダムを経て、道の駅こ

どまり「ポントマリ」にゴールする。

参考タイム …… 6時間半

歩行距離 ……… 24. 1㎞

標高差 …………… 374m

体力レベル ………★★☆

C ourse  DATA

7
駐車場のすぐそばにある登山口（東口）

からスタート。天然の青森ひば林が鬱

蒼と茂り、辺りはまさに天然林の樹海。

ヒノキやカラマツ、スギなどの人工造林

地、ナラなどの広葉樹林をはじめ、多種

多様な樹木があるのも特徴である。ヒ

バの幹が右によじれているもの（右巻き

）、左によじれているもの（左巻き）が見

られるのもここならでは。眺望山の山頂

（標高143m）まではあっという間。起伏

も少なく、登山初心者はもちろん子ども

にもピッタリだ。

生命力あふれる「オドリヒバ」。幹が
二股、三股に分かれているものは
珍しくはないが、これほどのものは
稀。まるで踊っているかのように見
えることからその名が付けられた。

2010年に眺望山山頂そばに設
置された高さ19mの展望台。この
おかげで、陸奥湾や八甲田山など
の眺望が楽しめるように。また山頂
付近にはトイレも設置されている。

登山口（東口）

オドリヒバ

眺望山山頂

ヒバ植物群落保護林

母沢林道

県道 2号線

参考タイム ……… 3時間

歩行距離 ……… 11. 3㎞

標高差 …………… 116m

体力レベル ………★☆☆

C ourse  DATA

8
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